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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　令和４年度の佐賀市老連女性グラウンド・ゴ
ルフ大会を５月25日 (水 )に佐賀市民運動広場
で開催しました。
　当日は、25校区老連と女性理事・メモリード
社の計27チーム、232名の選手が交流を深め、
上位入賞を目指してフルスイング。コロナ禍で
したが、三密を避けつつ粛々と行い、大会を無
事に開催することができました。今後も女性会
員の皆さんの力を借り「入会してよかった」と
思われる老人クラブを目指してまいります。

【大会結果】
優　勝 循誘校区老連� 208打
準優勝 大和町老連� 208打
第 3 位 巨勢校区老連� 209打
第 4 位 兵庫校区老連� 212打
第 5 位 諸富町老連� 213打
第 6 位 新栄校区老連� 215打
第 7 位 久保泉校区老連� 218打
第 8 位 東与賀町老連� 220打
第 9 位 高木瀬校区老連� 221打
第 10 位 鍋島校区老連� 223打

佐賀市老連女性グラウンド・ゴルフ大会佐賀市老連女性グラウンド・ゴルフ大会

232名232名がが 元 気 は つ ら つ

そ
の
ま
ま
真
っ
す
ぐ
！

上
位
入
賞
に
笑
顔



佐 賀 市 老 連 第103号（2）令和4年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

５
月
11
日
（
水
）、
佐
賀
市
文

化
会
館
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
３
年

ぶ
り
に
佐
賀
市
老
連
の
定
期
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
、３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
文
書
議
決
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
佐
賀
市
老
連
会
則
で
単
位
ク

ラ
ブ
よ
り
２
名
の
代
議
員
の
参
加

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
今
年
度

は
三
密
を
排
除
す
る
こ
と
か
ら
、

１
名
の
代
議
員
と
残
り
１
名
は
委

任
状
の
提
出
に
よ
り
実
施
し
ま
し

た
。

　

第
１
号
議
案
で
は
、
令
和
３
年

度
の
事
業
報
告
と
会
計
報
告
並
び

に
監
査
報
告
を
行
い
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
で
は
、
役
員
の
改

選
が
あ
り
、
佐
賀
市
老
連
の
会
長

を
５
期
10
年
さ
れ
ま
し
た
木
下
治

紀
会
長
の
勇
退
に
伴
い
、
副
会
長

で
あ
っ
た
古
賀
一
彦
氏
の
会
長
就

任
と
、
塚
本
三
男
氏
の
副
会
長
就

任
、
並
び
に
監
事
で
谷
口
一
男
氏

の
勇
退
に
伴
い
、
釘
尾
勝
次
氏
の

《令和 3 年度佐賀市老人クラブ連合会決算額》
収入の部　31,134,555 円
支出の部　28,246,587 円
令和４年度への繰越金額 2,887,968 円

《令和 4 年度佐賀市老人クラブ連合会予算額》

収入・支出額 32,265,248 円

監
事
就
任
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
、
新
役
員
を
代
表
し
て
古
賀
一

彦
新
会
長
よ
り
就
任
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
３
号
議
案
で
は
、
令

和
４
年
度
の
事
業
計
画
案
並
び
に

会
計
計
画
案
に
つ
い
て
協
議
し
、

す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
長
年
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
、
前
会
長

の
木
下
氏
と
前
監
事
の
谷
口
氏
に

は
、
古
賀
一
彦
会
長
よ
り
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
佐
賀
市
老
連
活

動
目
標
と
し
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
バ
ッ
ジ
を
各
会
員
が
着
用

し
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
あ
る
こ

と
に
さ
ら
な
る
自
覚
を
持
つ
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
度 

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
開
催

古
賀
一
彦
会
長
新
体
制
で
始
動

木下会長あいさつ木下会長あいさつ

会
長
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ

握
手
す
る
古
賀
会
長
（
右
）、

木
下
前
会
長
（
左
）



佐 賀 市 老 連（3）第103号 令和4年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

こ
の
た
び
の
佐
賀
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
総
会
に
て
木
下
治
紀

前
会
長
の
後
を
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
古
賀
一
彦
で
す
。

　

私
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
佐
賀

市
老
連
の
副
会
長
と
し
て
木
下
会

長
を
補
佐
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
、
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
、
い
さ
さ
か
戸
惑
っ
て
い
る

次
第
で
す
。
指
名
さ
れ
た
以
上
は

誠
意
を
も
っ
て
会
長
職
を
全
う
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
佐
賀
市
老
連
の
理
事
を
は
じ

め
と
し
て
会
員
の
皆
様
方
の
絶
大

な
る
ご
協
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
減
少
の
進
行
と
と

も
に
佐
賀
市
の
人
口
推
計
を
見
て

も
、
29
・
8
％
が
高
齢
者
と
な
る

少
子
高
齢
化
、
多
様
化
、
複
雑
化

と
環
境
変
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
点
に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
動
に
対
す
る
期
待
は
「
大

な
る
」
も
の
で
あ
り
ま
す
。
超
高

齢
社
会
を
明
る
く
、
豊
か
な
活
力

あ
る
「
高
齢
者
の
集
い
の
場
」
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
も
「
活
動
の

場
」
と
し
て
全
国
三
大
運
動
で
あ

る
「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
の

活
動
理
念
に
基
づ
き
、
地
域
と
の

支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
、
人
生

１
０
０
年
時
代
に
向
け
た
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
を
今
後
も
誓

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
高
齢

化
が
進
み
、
75
歳
以
上
の
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
に
な
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
会
員

の
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
増

や
す
こ
と
は
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ま
ず

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

佐
賀
市
老
連
と
し
て
は
、
今
後

も
年
２
回
発
行
し
て
い
る
広
報

紙
「
佐
賀
市
老
連
だ
よ
り
」
を

使
っ
て
活
動
状
況
を
お
伝
え
し
、

ま
た
、
各
校
区
ご
と
や
単
位
ク

ラ
ブ
ご
と
の
活
動
を
紹
介
す
る

よ
う
な
広
報
紙
の
発
行
も
今
後

必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
方
々
に
老
人
ク
ラ
ブ
が

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
か
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
一

緒
に
老
人
ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
会
員
皆
様
方
の
交
流

の
場
と
し
て
情
報
を
交
換
す
る

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

古
賀
　
一
彦

広
報
紙
を
活
用
し

 

地
域
に
活
動
を
Ｐ
Ｒ

《就任あいさつ》

場
の
提
供
を
行
い
、
ど
の
よ
う

に
活
動
し
て
い
る
か
を
紹
介
す

る
場
を
設
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
し
て
も
単
位
ク
ラ

ブ
だ
け
で
の
活
動
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
の
で
、
他
の
老
人
ク

ラ
ブ
と
の
交
流
を
増
や
し
、
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
楽
し
く

意
義
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
元
の
自
治
会
や
町
づ
く
り

協
議
会
、
地
域
の
サ
ロ
ン
と
の

交
流
に
よ
り
活
動
の
多
様
化
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【旧佐賀市 クラブ数・会員数】
校　区 クラブ数 会員数

勧　興 15 464 
循　誘 5 189
神　野 5 251 
赤　松 3 69
日　新 0 0 
西与賀 8 318
本　庄 9 291
北川副 6 99
巨　勢 7 286
蓮　池 4 143

校　区 クラブ数 会員数
兵　庫 11 359
久保泉 9 247 
金　立 7 299
高木瀬 8 375
鍋　島 14 432
嘉　瀬 17 577
新　栄 7 246
若　楠 6 290
開　成 0 0
旧佐賀市

計 141 4,935

【旧郡部 クラブ数・会員数】
校　区 クラブ数 会員数

諸　富 22 1,123
大　和 8 355
富　士 10 538
三　瀬 8 344
南川副 10 290
西川副 9 336
中川副 13 409
大詫間 0 0
東与賀 14 495
久保田 17 484
旧郡部

計 111 4,374

令和4年度佐賀市老人クラブ連合会会員数
総合計 クラブ数 252／会員数9,309名



佐 賀 市 老 連 第103号（4）令和4年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

令
和
３
・

令
和
３
・
44
年
度
年
度

活

動

紹

介

補
助
金
申
請
が
簡
素
化

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
説
明
会

福
祉
大
会
中
止
し
伝
達
式

佐
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

令和 4 年度佐賀市老連 役員・理事名簿

役　職 氏　名 校　区
会　長 古賀 　一彦 西川副

副会長
山田 　　明 金　立
塚本 　三男 本　庄
高津 万亀代 西与賀

常務理事 中野 　公利 北川副

理　事

徳久 　定雄 勧　興
枝永 　一馬 循　誘
内田 　健一 神　野
福井 　章司 赤　松
香月 　久子 西与賀
塚本 　三男 本　庄
末次 　　功 北川副
野口 　正凱 巨　勢
今泉 多美子 蓮　池
御厨 　康司 兵　庫
山田 　　明 金　立
山本 　隆敏 久保泉
尾畑 　勝利 高木瀬
犬尾 　貞秋 鍋　島
北川 　英俊 嘉　瀬
青木 　昭生 新　栄

役　職 氏　名 校　区

理　事

井上 　福雄 若　楠
柿内　 紀大 諸　富
副島 　秀雄 大　和
篠原 　大助 富　士
田中 　欽二 三　瀬
竹下 　孝英 南川副
古賀 　一彦 西川副
江口 　善己 中川副
碇　　 和也 東与賀
弥永 　峯雄 久保田

女性理事

高津 万亀代 西与賀
田中 　富枝 兵　庫
時尾 久美子 嘉　瀬
枝吉 千年世 高木瀬
川副 　明子 新　栄
酒井 トシ子 西川副
村山 栄美子 東与賀

監　事 寺町 　正之 勧　興
釘尾 　勝次 新　栄

事務局長 中野 　公利 北川副
事務局 長尾 由紀子 兵　庫

　

１
月
21
日
（
金
）、

佐
賀
市
よ
り
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助

金
の
精
算
お
よ
び
次

年
度
の
申
請
に
つ
い

て
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

国
・
県
・
市
か

ら
の
補
助
金
が
出
さ
れ
て
い
る
関

係
で
使
途
に
つ
い
て
の
制
限
が
あ

り
、
適
正
執
行
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
提
出
書
類
も
前

年
度
よ
り
若
干
、
簡
素
化
さ
れ
ま

し
た
（
会
長
の
押
印
の
廃
止
や
活

動
状
況
の
写
真
の
廃
止
、
歳
出
明

細
書
の
提
出
不
要
等
）。
ま
た
、
市

老
連
の
事
務
局
よ
り
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
精
算
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が

推
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
（
金
）、
佐
賀
市
文
化

会
館
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
予
定

だ
っ
た
佐
賀
市
社
会
福
祉
大
会
が

コ
ロ
ナ
禍
第
６
波
の
影
響
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
理
事
と
し
て
10
年

の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
佐
賀
市
老

連
か
ら
推
薦
し
た
古
賀
副
会
長
へ

の
表
彰
伝
達
は
２
月
25
日
（
金
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐賀大学医学部アンケート
佐賀市老連が協力

　令和３年８月、佐賀大学医学部看護
学科の室屋教授より、高齢者の生活
や社会活動と健康との関連アンケー
トについて協力依頼があり、佐賀市
老連会員へのアンケートを実施しま
した。
　10月の理事会で回収を行い、集計・
分析について３月の理事会において
報告が行われました。1,000名にアン
ケートを実施し、864名から回答が
あり、集計・分析に時間がかかりま
したが、様々な面から分析がなされ、
大変貴重な報告内容となりました。

正しい知識を習得正しい知識を習得

864 名の回答を集計・分析864 名の回答を集計・分析



佐 賀 市 老 連（5）第103号 令和4年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

６
月
７
日
（
火
）、
ほ
ほ
え
み
館

に
て
令
和
４
年
度
第
１
回
目
の
女

性
部
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

26
校
区
老
連
の
う
ち
25
校
区
老
連

の
女
性
部
長
が
参
加
し
、
今
年
度

の
女
性
部
の
活
動
に
つ
い
て
熱
心

な
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
使
用
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト

の
作
成
講
習
会
を
実
施
し
、
１
校

区
約
20
個
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
作
成

を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

年
か
ら
「
施
設
訪
問
で
の
お
土
産

と
し
て
雑
巾
を
作
り
贈
呈
し
て

は
ど
う
か
」
と
意
見
が

あ
り
、
１
校
区
４
枚
作

成
し
て
い
た
だ
き
、
計

１
０
０
枚
の
雑
巾
を
み

ん
な
で
作
り
ま
し
た
。

贈
呈
雑
巾
１
０
０
枚
作
成

女
性
部
長
会
議

　５月 26 日（木）、メートプラ
ザ佐賀にて今年度の友愛ボラン
ティアヘルパー研修会が実施され
ました。
　今年度のヘルパーは男性91名、
女性 303 名の合計 394 名で実施
することになりました。研修会で
は佐賀市老連の中野事務局長より
ボランティアヘルパーとしての役
割と注意事項並びに老人クラブの
地域支援事業について具体的な活
動事例の報告がありました。

394 名が活動の役割認識
友愛活動ボランティアヘルパー研修会

中野事務局長より説明中野事務局長より説明

　

令
和
４
年
度
の
交
通
安
全
指
定

校
区
老
連
は
、
佐
賀
北
警
察
管
内

を
「
金
立
校
区
老
連
」
と
し
、
佐

賀
南
警
察
管
内
を
「
赤
松
校
区
老

連
」
を
指
定
し
ま
し
た
。

　

佐
賀
南
署
と
佐
賀
北
署
、
佐
賀

市
は
、
交
通
安
全
啓
発
に
取
り
組

む
地
域
や
、
学
内
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
高
齢
者
や
学
生
計
43
名
を
委

嘱
し
、
6
月
26
日
（
日
）
に
は
、

佐
賀
南
署
で
委
嘱
状
交
付
式
が
行

わ
れ
、
出
席
者
が
活
動
へ
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

市
の
「
交
通
事
故
〝
脱
ワ
ー
ス

ト
レ
ベ
ル
〟
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

一
環
と
し
て
、
高
齢
者
交
通
安
全

モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ
れ
た
赤

松
、
金
立
の
両
校
区
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
計
20
名
を
交
通
安
全
指
導

者
に
、
ま
た
、
佐
賀
大
と
西
九
州

大
、
同
大
短
大
部
の
学
生
計
23
名

を
交
通
安
全
キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ー

ダ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
。
任
期
は

来
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

佐
賀
南
署
の
北
野
一
信
署
長
か

ら
は
、
市
内
で
今
年
に
入
っ
て
か

ら
２
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り「
交

通
安
全
指
導
者
や
キ
ャ
ン
パ
ス

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出
席

者
を
代
表
し
て
赤
松
校
区
老
人
ク

ラ
ブ
の
川
原
不
二
男
氏
が
「
交
通

事
故
の
な
い
安
全
安
心
な
佐
賀
市

の
実
現
を
目
指
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

各
代
表
者
に
は
、
北
野
署
長
よ

り
委
嘱
状
や
指
定
書
が
手
渡
さ
れ
、

佐
賀
市
の
片
渕
明
子
市
民
生
活
部

長
が
反
射
材
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ

を
贈
呈
。
交
付
式
の
後
は
、シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
用
い
た
研
修
会
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

金
立
、赤
松
両
校
区
が

�

交
通
安
全
指
導

交通安全指定校区老連
委嘱状交付式

委嘱状交付式委嘱状交付式



佐 賀 市 老 連 第103号（6）令和4年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐
賀
市
老
連

佐
賀
市
老
連

令
和
令
和
44
年
度
年
度

活

動

紹

介

　

６
月
22
日
（
水
）、
23
日
（
木
）

に
か
け
て
、
筑
後
川
温
泉
ホ
テ
ル

花
景
色
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度

の
理
事
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
理
事
研
修
会
は
、
毎
月

実
施
し
て
い
る
理
事
会
と
併
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
勧
興
校
区
老
連

の
徳
久
理
事
よ
り
会
員
増
強
運
動

の
取
り
組
み
報
告
と
し
て
７
月
に

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
で
の
発
表
内
容
を
練
習
の
意

味
も
ふ
ま
え
事
前
に
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
事
務
局
か
ら
提
示

さ
れ
た
資
料
を
見
て
、
理
事
よ
り

各
校
区
老
連
の
令
和
３
年
度
の
会

員
増
強
運
動
の
取
り
組
み
結
果
、

数
値
の
増
減
と
そ
の
理
由
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
総
務
、
教
養
、
体
育
、

福
祉
の
４
つ
の
専
門
部
会
ご
と
に

討
議
を
行
い
、
討
議
内
容
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

令和４年度佐賀市老連理事研修会

会員増強の成果を報告
活発な意見交換活発な意見交換

　

７
月
28
日
（
木
）、
ほ
ほ
え
み

館
４
階
視
聴
覚
室
に
お
い
て
、
令

和
４
年
度
に
新
し
く
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
に
就
任
さ
れ
た
85
名
が

参
加
し
、
新
任
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
古
賀
会
長
よ
り
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
心
得
や
、
古

賀
会
長
が
ク
ラ
ブ
を
運
営
す
る
上

で
過
去
に
体
験
し
て
き
た
経
験
談

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
野
事
務
局
長
よ
り

熱心に傾聴する参加者熱心に傾聴する参加者

単
位
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
と

し
て
の
対
応

等
に
つ
い
て

具
体
的
な
事

例
を
ふ
ま
え

て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
会
長
の
皆
さ
ん

に
は
、
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
工
夫
し
、
積
極
的
に
新
し
い
取

り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

85
名
が
運
営
の
コ
ツ
学
ぶ

新
任
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

《敬称略》

優　勝　中村　弘　�（初段・久保田）
準優勝　古賀　日高　�（3級・久保田）
第3位　田中　勝　　（5級・兵庫）
第4位　江頭　豊　�（2級・諸富）　
第5位　山田　末敏�（3級・本庄）　
第6位　大石　忠雄�（4級・高木瀬）

将棋の部

優　勝　福富�　正文　（三段・金立）
準優勝　中尾　敏彦　�（二段・久保田）
第3位　宮崎　祥二郎（三段・勧興）
第4位　野口　義也　（八段・兵庫）
第5位　古賀　弘彦　（四段・兵庫）
第6位　森山　雅和　（三段・勧興）
第7位　御厨　康司　（三段・兵庫）
第8位　杉山　欣二　（三段・三瀬）
第9位　藤原　千房　（四段・金立）
第10位　鷲崎　輝彦���（四段・兵庫）

囲碁の部

市
老
連
囲
碁
・
将
棋
大
会

　

令
和
４
年
度
の
佐
賀
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
囲
碁
・
将
棋
大
会

を
6
月
30
日
（
木
）、
ほ
ほ
え
み

囲
碁
の
部
の

囲
碁
の
部
の

対
局
の
様
子

対
局
の
様
子

一
歩
も
譲
ら
ぬ
盤
上
の
熱
戦

館
１
階
の
キ
ラ
キ
ラ
学
習
室
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
囲
碁
の
部
22
名
、
将

棋
の
部
6
名
が
参
加
し
、
佐
賀
市

老
連
会
長
ほ
か
8
名
の
教
養
部
の

参
加
も
得
な
が
ら
、
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。



佐 賀 市 老 連（7）第103号 令和4年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

佐賀県老連老人クラブリーダー研修会県県老老連連活活動動紹紹介介

佐賀市から 4 名１団体が表彰
　７月27日（水）、佐賀市文化会館中ホー
ルにて令和４年度の佐賀県老連の研修会
が３年ぶりに開催され、佐賀市老連からは
107名が参加しました。
　コロナ禍で２年間実施できませんでした
が、今年度は県内老連より全体で 600名
と人数を制限した上で開催されました。
　式典では、佐賀県老連会長表彰として
佐賀市老連より育成功労者表彰として４
名（木下治紀氏、山下英憲氏、江口善己氏、
吉田功太郎氏）、優良老人クラブ表彰とし
て西与賀校区老連が表彰されました。
　また、佐賀市老連からは、女性部の活動

についての報告と、勧興校区老連の徳久会
長より会員増強活動について長崎市で開催
された九州ブロック老人クラブリーダー研
修会で発表した内容が紹介されました。

育成功労者表彰育成功労者表彰

落語落語 楽器演奏楽器演奏

事例発表事例発表

　佐賀県老人クラブ連合会が策定したマスコットキャラクターの
愛称が「かっちゃん」「ちーちゃん」に決定しました。この愛称は、
佐賀市老連の本庄校区老連所属の「袋シニアクラブ」が応募され
たものです。７月 27日 ( 水 ) には、佐賀市文化会館で開催され
た佐賀県老人クラブリーダー研修会で発表が行われました。

佐賀県老連のキャラクター愛称決定！
かっちゃん ちーちゃん

佐賀県内の各老人クラブで
活用し、老人クラブのＰＲ
を行いましょう！

か
っ
ち
ゃ
ん

ち
ー
ち
ゃ
ん



佐 賀 市 老 連 第103号（8）令和4年9月

私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

１
月
７
日
に
佐
賀
県
老
連
「
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
に
佐
賀
市
老
連

の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。
開
会
式

で
は
、
木
下
会
長
よ
り
「
高
齢
者
は

コ
ロ
ナ
禍
で
も
感
染
対
策
を
十
分

に
と
り
な
が
ら
活
動
し
な
い
と
体

の
機
能
低
下
を
き
た
す
の
で
、
で
き

る
限
り
用
心
を
し
な
が
ら
活
動
を

続
け
て
欲
し
い
。
本
日
の
研
修
会
を

実
り
あ
る
研
修
に
な
る
よ
う
に
」
と

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
事
務
局
よ
り
令
和
３
年

度
の
佐
賀
県
老
連
の
会
員
加
入
状

況
の
説
明
が
あ
っ
た
。
次
に
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
等

の
説
明
が
あ
り
、
講
演
「
水
力
発

電
に
よ
る
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
」

と
題
し
て
、
吉
野
ヶ
里
町
に
あ
る
松

隈
地
域
づ
く
り
株
式
会
社
代
表
取

締
役
の
多
良
正
裕
氏
に
よ
る
活
動

発
表
が
あ
っ
た
。
信
条
と
し
て
「
有

言
実
行
（
い
ろ
い
ろ
考
え
る
よ
り
、

ま
ず
実
行
を
！
）
本
気
を
出
せ
ば
な

ん
で
も
や
れ
る
。
10
年
～
20
年
先
を

見
据
え
行
動
は
足
元
か
ら
。
年
齢
は

や
る
気
年
齢
で
考
え
る
！
」
と
元

行
政
に
関
わ
ら
れ
た
経
験
と
知
識

を
生
か
し
た
発
表
に
学
ぶ
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
こ
の
地
区
は
世

帯
数
40
、
人
口
は
１
２
５
人
、
高
齢

化
率
38
％
で
今
後
20
年
先
の
存
続

を
考
え
た
起
業
で
水
力
発
電
を
実

現
し
、
今
で
は
売
電
も
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
そ
の
収
入
で
高
齢
者
の
生

活
支
援
体
制
整
備
や
自
助
・
相
互
扶

助
・
公
助
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
さ

れ
て
い
た
。
も
っ
と
詳
し
く
聞
き
た

か
っ
た
が
時
間
不
足
で
質
問
も
で

き
ず
残
念
だ
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
各
市
町
老
連
女
性
部
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。
各
市

町
老
連
よ
り
一
人
約
３
分
の
時
間

制
限
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
活
動
も

あ
っ
た
が
、
佐
賀
市
老
連
か
ら
は
時

尾
理
事
が
発
表
し
「
佐
賀
市
老
連
だ

よ
り
第
１
０
１
号
」
と
女
性
部
活
動

研
修
報
告
書
を
参
加
者
全
員
に
配

布
し
熟
読
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
交

通
事
故
防
止
用
に
配
布
し
た
手
作

り
マ
ス
コ
ッ
ト
と
作
り
方
の
説
明

書
も
一
緒
に
配
布
し
、
皆
さ
ん
喜
ん

で
持
ち
帰
っ
て
い
た
。

　

そ
の
他
の
地
域
の
発
表
で
参
考

に
し
た
い
事
業
の
み
を
書
き
出
し

て
み
た
。
①
教
養
講
座（
映
画
上
映
、

小
物
作
り
、
料
理
教
室
）
②
カ
ラ
オ

ケ
大
会
③
防
災
研
修
④
年
末
の
干

支
づ
く
り
⑤
芸
能
交
流
⑥
キ
ュ
ー

ピ
ー
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
を
し
市
に

寄
贈
⑦
認
知
症
予
防
講
座
⑧
お
寺

に
依
頼
し
仏
式
の
物
故
者
法
要
⑨

毎
年
62
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
総
会

⑩
女
性
部
長
、
副
部
長
研
修
（
友
愛

活
動
研
修
）
⑪
市
立
小
学
校
へ
の

交
通
安
全
シ
ー
ル
作
り
（
祈
願
済

を
配
布
し
名
前
札
に
貼
る
よ
う
に

寄
贈
）
⑫
筋
力
ア
ッ
プ
、
１
０
０

歳
体
操
講
座
⑬
年
度
は
じ
め
に
や

り
た
い
こ
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
⑭
月
２
回
の
ふ
れ
あ
い
喫
茶
（
各

地
区
当
番
制
）
⑮
造
花
を
作
り
一
人

暮
ら
し
の
方
に
配
布
⑯
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
七
夕
飾
り
作
り
な
ど
。

　

以
上
、
主
な
行
事
を
あ
げ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
。ま
た
、

私
は
発
表
の
中
で
校
区
か
ク
ラ
ブ

か
市
町
老
連
の
活
動
か
分
か
ら
な

か
っ
た
の
で
、
も
う
少
し
質
問
の

時
間
が
欲
し
か
っ
た
。
加
え
て
予

算
の
出
ど
こ
ろ
が
女
性
部
に
配
分

さ
れ
た
金
額
の
み
で
の
活
動
か
な

ど
を
尋
ね
た
か
っ
た
が
質
問
で
き

ず
残
念
だ
っ
た
。
し
か
し
、
私
に

と
っ
て
他
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き

な
収
穫
だ
っ
た
。
事
業
計
画
も
例

年
同
じ
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
変

化
を
つ
け
て
元
気
な
高
齢
者
や
体

力
の
な
い
人
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

を
考
え
、
多
く
の
会
員
が
参
加
し

て
元
気
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、そ
し
て
単
位
ク
ラ
ブ
会
員
ま
で
、

そ
の
思
い
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
だ
と
気

づ
き
今
強
く
反
省
し
て
い
る
。
こ
の

た
び
の
研
修
会
に
参
加
し
た
こ
と

を
機
に
、
前
向
き
に
自
分
な
り
に
取

り
入
れ
消
化
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。老
人
ク
ラ
ブ
役
員
加
入
４
年
目
、

経
験
浅
い
者
が
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

佐賀市老連
理事

枝吉　千年世

県県老老連連活活動動紹紹介介令和3年度令和3年度

◆
県
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

様
々
な
行
事
で
元
気
ア
ッ
プ
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

思
い
も
し
な
か
っ
た
公
益
財
団

法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

九
州
各
県
指
定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
協
議
会
と
、
公
益
財
団
法

人
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

主
催
す
る
伝
統
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

88
歳
と
な
り
、
一
般
財
団
法
人

佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
代

表
し
て
第
３
部
研
究
会
「
会
員
増

強
の
推
進
」
に
つ
い
て
の
事
例
発

表
で
あ
る
。
沖
縄
県
の
次
に
「
会

員
増
加
は
〝
勧
興
皆
一
家
〟
の
活

動
と
デ
ジ
タ
ル
化
」に
つ
い
て
行
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
全
く

体
験
も
な
く
、
ど
う
し
よ
う
と
思

い
つ
つ
、
市
老
連
で
い
つ
も
の
通

り
に
や
っ
て
み
よ
う
と
臨
ん
だ
。

ま
た
、
当
自
治
会
長
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
「
校
区
の
た
め
、
市
民
の

名
誉
の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
さ
れ
、
ご
指
導
ま

で
い
た
だ
い
た
。

　

事
例
発
表
案
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
は
公
民
館
や
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
様
、
市
老
連
事
務
局
の
方
に
、

デ
ジ
タ
ル
化
は
若
手
会
員
の
方
が

総
が
か
り
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、

思
い
も
し
な
か
っ
た
良
い
も
の
が

で
き
あ
が
り
、
事
例
発
表
の
内
容

と
な
っ
た
。

　

約
１
カ
月
間
、
い
ろ
い
ろ
な
方

か
ら
支
援
を
受
け
な
が
ら
人
生
3

度
目
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の

中
で
、
そ
の
日
を
迎
え
た
。

　

佐
賀
駅
で
、
佐
賀
県
老
連
の
古
賀

会
長
・
県
老
連
事
務
局
長
等
の
参
加

者
と
一
緒
に
「
か
も
め
」
に
乗
り
長

崎
へ
。
ホ
テ
ル
で
佐
賀
県
各
地
か

ら
の
参
加
者
と
合
流
し
名
刺
交
換
。

す
ぐ
に
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き
、

同
郷
の
よ
し
み
を
感
じ
佐
賀
県
民

で
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。

　

会
場
の
席
に
着
い
た
と
こ
ろ
、

直
々
に
全
老
連
の
岡
本
業
務
部
長

様
が
、
発
表
文
を
読
ま
れ
て
な
の

か
、
激
励
に
来
て
い
た
だ
き
、
胸

が
熱
く
な
り
勇
気
が
出
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

連
携
活
動
が
で
き
た
の
か
」
等
の

質
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
回

答
は
、
月
１
回
の
ふ
れ
あ
い
会
で

団
体
の
方
と
集
ま
り
、
気
が
通
じ
、

老
人
ク
ラ
ブ
の「
健
康
」「
友
愛
」「
奉

仕
」
の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
支
え
合
っ
て
活
動
し
て
い
る

状
況
だ
か
ら
と
答
え
、
拍
手
を
し

て
く
れ
た
方
も
い
た
。
こ
の
時
ほ

ど
「
勧
興
皆
一
家
」
の
あ
り
が
た

さ
を
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

今
回
大
役
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
勧
興
皆
一
家
の
方
々

と
市
老
連
、
県
老
連
の
皆
様
の
お

か
げ
で
あ
り
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

長
崎
駅
の
待
合
室
で
、
前
総
理

が
凶
弾
で
撃
た
れ
た
と
、
ス
マ
ホ

情
報
を
空
閑
事
務
局
長
よ
り
伝
え

ら
れ
、
佐
賀
駅
ま
で
の
車
中
で
無

事
を
祈
っ
た
が
、
帰
宅
し
て
残
念

な
情
報
が
入
り
、
ご
冥
福
を
祈
っ

た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
と
い
え
ど
も
、
政
治
に

も
関
心
を
持
ち
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

ま
た
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

で
あ
る
よ
う
に
と
祈
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

の
会
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
来
た
る

２
０
２
５
年
団
塊
の
世
代
の
問
題

等
を
解
決
し
て
い
く
力
と
な
る
こ

と
を
信
じ
、
主
催
者
に
感
謝
し
、
地

域
で
頑
張
ら
ね
ば
と
の
思
い
が
一

段
と
強
く
な
っ
た
大
会
で
あ
っ
た
。

勧興校区老連
会長　

徳久　定雄

◆
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
事
例
発
表
）

「
勧
興
皆
一
家
」
モ
ッ
ト
ー
に
会
員
増
へ

会員増強の推進
について事例発
表する徳久氏
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５
千
株
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
満
開

校校

区区

活活

動動

紹紹

介介諸
富
町
老
連

諸
富
花
い
ち
も
ん
め
の
会

�
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
実
施

久
保
泉
校
区
老
連

天
然
記
念
物
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ

今
年
も
見
事
に
咲
き
ま
し
た

　

諸
富
花
い
ち
も
ん
め
の
会
は
、
平

成
20
年
か
ら
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ

り
」
の
開
催
を
始
め
、
令
和
4
年
で

14
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

旧
国
鉄
佐
賀
線
沿
い
の
休
耕
田
が

活
用
さ
れ
、
土
手
上
の
自
転
車
道
か

ら
も
見
下
ろ
せ
る
場
所
に
約
5
千
株

の
色
鮮
や
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
翌
年
の
春
の
開
催
に
向
け

て
、
５
月
に
球
根
掘
り
、
11
月
に
は

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
の
植
栽
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
近
隣
の
幼
児
な
ど

も
参
加
し
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
当
団
体
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

国
鉄
佐
賀
線
の
在
り
し
日
の
写
真
な

大和町老連
今山地区老人クラブ「福寿会」

地球を花いっぱいに
ど
を
募
集
し
、
昭
和
の
姿
を
記
憶
す

べ
く
、
資
料
収
集
や
展
示
の
取
り
組

み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
希
薄
化
し
た

人
と
人
の
交
流
を
促
す
こ
と
、
ほ
場

整
備
等
で
変
化
し
た
地
区
に
お
い
て

環
境
美
化
推
進
な
ど
を
意
図
し
て
い

る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
花
づ

く
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
と
す

る
地
域
へ
の
愛
が
感
じ
ら
れ
る
取
り

組
み
で
す
。

　
「
地
域
を
美
し
い
花
で
い
っ
ぱ

い
に
し
よ
う
」
と
、
大
和
町
老

連
の
今
山
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
「
福

寿
会
」
で
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

園
を
作
る
た
め
、
日
頃
か
ら
大

切
に
育
て
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
足
を
運
び
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
美
し
い
花
々
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

佐
賀
市
久
保
泉
町
の
帯お
ぶ
く
ま隈
山

で
、
国
の
天
然
記
念
物
エ
ヒ
メ
ア

ヤ
メ
が
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

３
月
28
日
か
ら
４
月
３
日
ま
で

開
催
さ
れ
る
恒
例
の
「
え
ひ
め
あ

や
め
ま
つ
り
」
で
は
一
般
公
開
も

さ
れ
、
毎
年
多
く
の
人
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
は
直
径
４
㌢

程
度
の
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
、
手

の
ひ
ら
大
の
範
囲
に
密
集
し
、
山

の
斜
面
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
保
存
会
や
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
手
入
れ

を
行
っ
て
お
り
、
敷
地
内
に
は
自

生
約
２
０
０
株
、
久
保
泉
小
の
児

童
ら
が
毎
年
植
え
て
い
る
も
の

が
約
１
０
０
０
株
あ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
久
保
泉
校
区
老
連
の
会

員
も
一
緒
に
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

きれいな花が咲くようにきれいな花が咲くように

今山チューリップ園今山チューリップ園

山
の
斜
面
に
咲
く
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ

山
の
斜
面
に
咲
く
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
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校校

区区

活活

動動

紹紹

介介

　

高
齢
者
の
生
活
の
困
り
事
に
地

域
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
応

す
る
取
り
組
み
「
町
分
お
た
が
い

さ
ん
」
が
５
月
16
日
（
月
）、
佐

賀
市
久
保
泉
町
の
町
分
地
域
で
始

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
ご
み
出
し

や
除
草
作
業
な
ど
を
担
い
、
住
民

同
士
の
支
え
合
い
を
通
じ
て
住
み

に
く
さ
の
解
消
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
割
合
を
示
す
高
齢

化
率
は
、
佐
賀
市
全
体
が
28
％
に

対
し
、
久
保
泉
校
区
は
38
％
の
状

況
で
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
８
月
、

町
分
地
区
の
高
齢
者
が
集
ま
る
長

寿
会
で
「
生
活
の
中
で
の
困
り
ご

と
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
困
り
ご
と
を
抱

え
て
い
る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た

こ
と
を
受
け
、
解
決
で
き
る
方
法

に
つ
い
て
会
員
を
含
む
住
民
有
志

で
検
討
。
地
区
の
高
齢
者
１
２
０

名
へ
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
大
分
、
福
岡
両
県

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
視
察
な

ど
を
通
じ
て
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

電
球
の
交
換
、
話
し
相
手
・
見

守
り
、
ご
み
出
し
、
除
草
作
業

の
４
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、

そ
の
他
の
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。
依
頼
者
は
１
枚
あ
た
り

２
５
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
名
に
30
分

手
伝
っ
て
も
ら
う
ご
と
に
Ⅰ
枚
渡

し
て
い
き
ま
す
。

　

16
日
に
地
区
の
公
民
館
で
発
会

式
が
行
わ
れ
、
横
地
幹
夫
代
表
は

「
生
活
困
難
者
が
増
え
て
い
る
実

情
が
あ
り
、
住
民
同
士
が
得
意
な

こ
と
を
生
か
し
て
困
っ
て
い
る
人

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
課
題

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
み
ん
な

で
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
の
後
、初
回
の
活
動
が
あ
り
、

サ
ポ
ー
タ
ー
２
名
が
庭
の
除
草
作

業
を
30
分
間
行
い
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
「
マ
ム
シ
が
い
る
と

聞
い
た
場
所
は
怖
く
て
草
む
し
り

が
で
き
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
の
で
、

お
か
げ
で
助
か
り
ま
し
た
」
と
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

久保泉校区老連

高齢者の困り事「おたがいさん」
� 住民が有償ボランティア

　全国老人クラブ連合会は、令和 4 年の創立 60 周年
を記念して、会員章を作成しています。記念会員章を
着用して、老人クラブの輪をさらに広げましょう。

全老連創立60周年記念会員章
創造と連帯のシンボル

・直径　17㎜  タック式
・１個　1,000 円

お問い合わせは、佐賀市老人クラブ連合会事務局まで【TEL0952-32-2561】

頼んで安心「町分おたがいさん」頼んで安心「町分おたがいさん」
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85
歳
の
時
、
が
ん
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
病
名
を
聞
い
た
だ
け
で

体
は
硬
直
し
、
手
術
後
も
フ
レ
イ

ル
状
態
が
抜
け
ず
、
希
望
を
な
く

し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
友
人
か
ら
「
元
気
な

姿
を
見
た
い
」
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
「
ペ
タ
ン
ク
」
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
せ
っ
か
く
の
誘
い
だ
っ

た
の
で
、
練
習
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
88
歳
に
な
っ
た
今
も
元
気
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
友

人
や
ペ
タ
ン
ク
の
仲
間
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ペ
タ
ン
ク
は
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の 勧

興
校
区
老
連　

会
長　

徳
久　

定
雄
（
88
）

健
康
に
最
適
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

会
員
投
稿

　

こ
の
年
に
な
る
と
、
足
腰
の
痛

み
の
ほ
か
、
や
れ
血
圧
だ
、
前
立

腺
だ
な
ど
と
病
院
通
い
。
お
ま
け

に
耳
や
目
、
歯
に
も
機
能
不
全
に

な
り
、
不
自
由
な
日
常
に
な
っ
て

し
ま
う
。

　

遠
く
な
っ
た
耳
は
、
耳
か
け
式

の
「
集
音
器
」
を
つ
け
た
ら
、
テ

レ
ビ
や
人
の
声
が
よ
く
聞
こ
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、
今
度
は

周
囲
の
雑
音
ま
で
が
大
き
く
響
き
、

結
局
、
外
す
羽
目
に
な
る
。
目
は

老
眼
鏡
、
歯
は
入
れ
歯
で
、
つ
け

外
し
や
手
入
れ
が
面
倒
。
人
の
名

前
は
全
く
出
て
こ
な
い
し
、
忘
れ

物
は
毎
度
の
こ
と
で
、
い
つ
も
何

か
を
探
し
て
い
る
。

　

ち
ゃ
ん
と
伸
び
て
い
る
の
は
、

薄
く
な
っ
た
頭
髪
と
眉
毛
や
ヒ
ゲ
、

手
足
の
爪
く
ら
い
で
、
背
は
こ
の

10
年
で
５
㌢
く
ら
い
低
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
口
だ

け
は
達
者
で
、
生
き
て
い
る
か
ら

あ
り
が
た
い
も
の
だ
。

　

一
日
の
始
ま
り
は
、
小
学
校
校

門
で
の
朝
の
あ
い
さ
つ
。
こ
れ
で

体
の
エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し「
よ
し
！

今
日
も
や
ろ
う
」
と
気
合
い
が
入

新
栄
校
区
老
連　

会
長　

青
木　

昭
生
（
90
）

よ
し
！
や
ろ
う

会
員
投
稿

る
。
地
域
団
体
や
老
人
ク
ラ
ブ
の

手
伝
い
の
傍
ら
、
８
千
歩
前
後
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
仲
間
と
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
週
１
回
の
健

康
体
操
、
家
庭
菜
園
の
手
入
れ
な

ど
で
体
は
結
構
動
か
し
て
い
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
機
関
紙
発
行
や
、

新
聞
へ
の
投
稿
は
、
頭
の
体
操
に

う
っ
て
つ
け
。
こ
の
調
子
な
ら
当

分
は
認
知
症
や
病
院
の
ベ
ッ
ド
と

は
仲
良
く
な
ら
な
く
て
す
む
か
な
。

薬
を
飲
み
な
が
ら
も
、
連
れ
合
い
の

料
理
と
、
健
康
管
理
の
世
話
に
な
り

な
が
ら
も
「
よ
し
！　

や
ろ
う
」
の

気
持
ち
を
持
ち
続
け
た
ら
、
１
０
０

歳
も
見
え
る
気
が
し
て
い
る
。

令
和
4
年
7
月
15
日　

佐
賀
新
聞

�

「
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
」
掲
載

ス
ポ
ー
ツ
と
聞
き
ま
し
た
。
日
本

で
も
国
際
連
盟
制
定
の
競
技
規
則

を
適
用
し
た
正
式
な
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
と
は

言
っ
て
も
、
難
し
い
規
則
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
で
も
楽
し
め
、
健

康
増
進
に
は
最
適
の
競
技
で
す
。

何
よ
り
も
い
い
の
は
、
ゲ
ー
ム
の

合
間
に
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
が
あ
っ

て
、
皆
さ
ん
と
楽
し
い
会
話
が
で

き
る
こ
と
で
す
。
年
齢
や
性
別
を

超
え
て
友
情
が
育
ま
れ
ま
す
。

　

月
に
１
回
の
例
会
で
は
、
若
い

方
や
高
齢
者
、
男
女
、
障
が
い
の

あ
る
方
も
一
緒
に
プ
レ
ー
し
ま
す
。

90
歳
近
く
に
な
っ
て
も
、
若
い
人
に

一
球
で
逆
転
勝
利
す
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
そ
の
時
は
敵
・
味
方
な
く
喜
ん

で
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は

初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

　
「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」。
昨

今
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
普
及
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
に
合
っ

た
競
技
を
見
つ
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
日
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

足
腰
の
痛
み
も
忘
れ
、
夜
も
グ
ッ

ス
リ
眠
り
に
つ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
人
生
１
０
０
年
時
代

を
乗
り
切
り
た
い
と
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

令
和
4
年
7
月
15
日　

佐
賀
新
聞

�

「
ひ
ろ
ば
読
者
の
声
」
掲
載
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

久
保
田
の
秋
は
紳
士
と
淑
女
。

　

は
じ
め
に
辺
り
の
草
陰
の
、
コ

オ
ロ
ギ
た
ち
や
キ
リ
ギ
リ
ス
。
そ

の
他
の
多
く
の
虫
た
ち
が
、
前
奏

曲
を
奏
で
ま
す
。

　

百
舌
が
ひ
ょ
っ
こ
り
現
れ
て
甲

高
く
、
且
つ
キ
ッ
パ
リ
と
、
フ
ァ

ン
フ
ア
ー
レ
を
鳴
ら
し
た
ら
、
紳

士
と
淑
女
の
お
出
ま
し
で
す
。

　

金
木
犀
の
香
水
の
、
香
り
を
周

り
に
漂
わ
せ
、
華
箸
で
可
憐
な
コ

ス
モ
ス
の
、
白
や
ピ
ン
ク
や
紅
色

の
、
清
楚
で
し
か
も
、
華
や
か
な

衣
装
を
ま
と
っ
た
秋
た
ち
が
、
優

し
く
、
そ
し
て
穏
や
か
に
澄
ん
だ

空
気
と
和
み
ま
す
。

　

し
か
し
、
紳
士
と
淑
女
た
ち
、

決
し
て
長
居
は
し
な
い
の
で
す
。

嘉
瀬
川
河
川
敷
か
ら
、
数
多
翔
び

立
つ
、
と
り
ど
り
の
、
バ
ル
ー
ン

を
引
き
連
れ
共
々
に
、
何
処
と
も

な
く
去
り
行
き
ま
す
。

　

潔
く
て
あ
ざ
や
か
で
、
と
て
も

見
事
な
引
き
際
で
す
。

　

久
保
田
の
秋
は
紳
士
と
淑
女
。

　

紳
士
淑
女
の
夕
暮
れ
は
、
窓
の

梅
が
良
く
似
合
う
。

　

有
田
の
洒
落
た
杯
で
、
気
の
合

う
友
と
待
ち
合
わ
せ
、
は
た
ま
た

家
族
親
族
と
、
時
に
は
妻
と
二
人

き
り
、
差
し
つ
差
さ
れ
つ
交
わ
し

た
ら
至
福
の
時
が
流
れ
ま
す
。

　

他
愛
も
な
い
事
柄
や
、
こ
れ
か

ら
過
ご
す
日
々
の
事
、
ち
ょ
っ
と

楽
し
い
事
な
ど
を
語
り
笑
っ
て
、

過
ご
す
の
で
す
。

　

ほ
ろ
酔
い
加
減
で
月
見
れ
ば
、

ド
ッ
キ
ャ
ン
、ド
ッ
キ
ャ
ン
、ピ
ー�

ヒ
ャ
ラ
と
遠
く
に
聞
こ
え
る
笛
太

鼓
、あ
れ
は
き
っ
と
香
椎
神
社
の
、

秋
の
祭
り
で
披
露
す
る
奉
納
浮
立

の
練
習
だ
。

　

今
年
も
豊
作
有
難
い
。

　

色
々
、
想
い
巡
ら
せ
ば
昔
の
歌

も
思
い
出
す
。
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
横

浜
や
、
旅
の
宿
な
ど
、
ヒ
ッ
ト
曲
。

　

由
紀
さ
お
り
の
、
ス
キ
ャ
ッ
ト

も
忘
れ
ら
れ
な
い
名
曲
だ
。

　

ビ
ー
ト
ル
ズ
や
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
、
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
も
捨
て

が
た
い
。

　

久
保
田
の
秋
は
紳
士
と
淑
女
。

　

紳
士
淑
女
は
来
年
も
、
再
来
年

も
そ
の
次
も
、
ず
っ
と
来
る
で

し
ょ
う
。

　

そ
れ
な
ら
、
こ
ち
ら
も
こ
れ
ま

で
の
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
つ
つ

我
が
体
調
を
整
え
て
、
窓
の
梅
の

お
燗
を
つ
け
て
、
座
布
団
敷
い
て

待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

心
待
ち
に
待
ち
ま
し
ょ
う
。�

皆
と
一
緒
に
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

久
保
田
の
秋
は
紳
士
と
淑
女
。�

　

久
保
田
の
秋
は
日
本
一
。

※�

こ
れ
は
平
成
27
年
11
月
に
実
施
さ
れ

た
、
昭
和
41
年
卒
思
斉
中
同
窓
会
時

に
作
成
さ
れ
た
文
集
に
投
稿
し
た
も

の
で
す
。（
令
和
3
年
度
い
き
い
き

元
気
作
文
集
よ
り
）

会
員
投
稿

　世界中の様々な国で環境問題（気
候変動）、貧困、紛争、人権問題、
新型コロナ等の感染症、多くの課
題に直面しています。このままで
は安定してこの世界で暮らし続け
ることが困難になっていくのでは
ないか。そう心配される状況になっ
てきました。
　SDGs とは「持続可能な開発目
標」。簡単に言うと「世界中にあ
る環境問題・差別・貧困・人権問
題といった課題を、世界のみんな
で 2030 年までに解決していこう」
という計画・目標のことです。

人類がこの地球で暮らし続け
ていくために、2030 年まで
に達成すべき目標

知っていますか？
SDGs とは…

久
保
田
町
老
連 

竜
宮
会
（
中
副
）
夏
秋　

博
隆
（
70
）

久
保
田
の
秋
は
紳
士
と
淑
女

　

生
ま
れ
も
そ
だ
ち
も
生
活
も

　
　

久
保
田
町
に
ど
っ
ぷ
り
と
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

個
性
あ
ふ
れ
る
部
会西与賀校区老連

会長
香月　久子

西与賀

料
理
を
楽
し
む

�

シ
ニ
ア
料
理
教
室
３
０
０

西
与
賀
校
区
老
連

�

女
性
部
　
千
綿
　
順
子

西与賀

　

私
た
ち
の
西
与
賀
校
区
は
、
干
拓

に
よ
り
で
き
た
町
で
す
。
今
か
ら
約

１
３
０
０
年
前
頃
、
鎌
倉
時
代
末
期
に

海
抜
３
㍍
の
陸
地
と
し
て
、
南
は
有
明

海
に
臨
み
、
大
正
末
期
か
ら
朝
鮮
半
島

へ
の
出
漁
で
黄
金
時
代
を
築
き
ま
し
た
。

西
与
賀
港
も
海
運
業
な
ど
で
発
展
し
、

今
で
は
日
本
一
の
海
苔
や
米
、
麦
を
は

じ
め
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
が
盛
ん
で
、

校
区
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
に
っ
し
ー
♡
」
が
町
民
の
ア
イ
ド
ル
と

し
て
心
を
癒
や
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
が
活
動
し
て
い
る
老
人

ク
ラ
ブ
も
、
先
人
た
ち
の
活
動
の
歴
史

に
学
び
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
、
よ
り

よ
い
ク
ラ
ブ
の
運
営
と
発
展
に
世
話
役

一
同
、
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、
９
名
の
執
行
部
を

置
き
、
会
長
以
下
８
名
の
部
長
で
市
老

連
本
部
か
ら
の
事
業
や
そ
の
他
お
知
ら

せ
等
を
検
討
お
よ
び
審
議
し
て
月
末
に

行
う
単
位
ク
ラ
ブ
役
員
会
（
４
名
×
８

ク
ラ
ブ)

に
報
告
し
、
各
部
会
と
意
見

交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
副
会
長
に
よ
る
友
愛
ヘ

ル
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
ヘ
ル
パ
ー

へ
の
助
言
や
相
談
、
実
践
を
行
い
、
難

題
な
ど
は
「
お
た
っ
し
ゃ
本
舗
城
西
」

や
「
民
生
児
童
委
員
」
等
に
相
談
し
、

毎
月
集
計
し
て
市
老
連
に
報
告
し
ま
す
。

　

教
養
部
は
、
小
学
校
と
の
連
絡
を
密

に
し
て
、
毎
月
水
曜
日
に
児
童
の
登
下

校
の
時
間
に
合
わ
せ
て
交
通
安
全
確
保

の
た
め
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
過
去
50
年
間
は
子
ど
も
の
事
故
が

な
く
、
春
の
交
通
安
全
期
間
の
初
日
に

は
、
校
区
の
自
治
会
長
や
校
長
、
公
民

館
長
、
駐
在
所
等
の
来
賓
を
お
招
き
し
、

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
安
全
宣
言
を
し
て
各
指
定
場

所
に
て
制
定
さ
れ
た
帽
子
と
チ
ョ
ッ
キ

を
着
用
し
、
出
陣
式
を
行
い
、
一
斉
に

受
け
持
ち
地
区
に
て
立
ち
番
を
し
て
い

ま
す
。

　

11
月
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

会
が
あ
り
「
見
守
り
あ
り
が
と
う
」
と
、

感
謝
の
言
葉

を
も
ら
い
励

み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ

ま
で
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、

佐
賀
南
警
察

署
や
日
本
生

命
保
険
協
会

等
か
ら
表
彰

状
や
認
定
書

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
あ
た
た
か
い
赤
い
の

し
袋
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今

後
の
活
動
資
金
に
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
部
で
は
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
と
し
て
年
４
回
、
高
齢
者
全
員
に
声

を
か
け
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
ペ

タ
ン
ク
、
い
ご
て
だ
ま
、
輪
投
げ
を
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
男
女
合
わ
せ

て
年
間
約
２
２
０
名
に
な
り
、
み
ん
な

で
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
、
そ
し
て

競
争
心
を
む
き
出
し
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

福
祉
部
で
は
、
毎
年
日
帰
り
や
一
泊

旅
行
な
ど
を
計
画
は
す
る
も
の
の
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
こ
こ
２
年
間
は
休

止
状
態
で
す
。
早
く
い
ま
わ
し
い
疫
病

　

西
与
賀
校
区
で
は
女
性
部
が
中
心
と

な
り
、
会
員
勧
誘
も
兼
ね
て
一
般
高
齢

者
へ
も
声
を
か
け
「
シ
ニ
ア
料
理
教
室

３
０
０
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
主
に
、

ら
く
が
ん
づ
く
り
や
味
噌
づ
く
り
、
餅

つ
き
、
カ
レ
ー
づ
く
り
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
数
制
限
を
行
い

ま
し
た
が
、
男
性
会
員
に
も
好
評
で
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
力
の
い
る
仕
事
に
は
ど
う
し
て
も

まなざしキラリ賞受賞まなざしキラリ賞受賞

男
性
の
力
が
必
要
で
、
と
て
も
助
か
っ

て
い
ま
す
。

　

ら
く
が
ん
づ
く
り
で
は
、
蓮
や
ぶ
ど

う
な
ど
の
配
色
に
試
行
錯
誤
し
、
味
噌

づ
く
り
で
は
大
豆
を
潰
す
の
に
苦
労
し

て
い
ま
す
。
餅
つ
き
で
は
公
民
館
の
鏡

餅
も
作
り
、
カ
レ
ー
は
ス
パ
イ
ス
を
効

か
せ
て
、
ど
れ
も
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
企
画
を
町
内
の
方
が
と
て
も
心

待
ち
に
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
男
性

会
員
の
要
望
で
コ
ロ
ッ
ケ
づ
く
り
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
き
っ
と
奥
様
孝
行
さ

れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
円

満
、
ひ
い
て
は
地
域
も
円

満
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
料
理
の
力
で

西
与
賀
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

神
か
ら
抜
け
出
し
た
い
も
の
で
す
。

　

女
性
部
は
、
お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ
女

性
の
会
の
名
称
「
シ
ニ
ア
料
理
教
室

３
０
０
」
で
味
噌
づ
く
り
か
ら
始
め
ら

れ
た
女
性
部
長
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
、

今
で
は
本
部
の
女
性
部
長
と
し
て
、
ま

た
副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
各
部
門
で
会
員
が
喜
ん
で
参

加
で
き
る
行
事
を
行
い
、
魅
力
あ
る
ク

ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
努
力
し

て
い
ま
す
。
未
来
の
ク
ラ
ブ
が
楽
し
み

で
す
。
各
部
会
の
発
展
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
会
員
増
強
に
協
力
し
、
努

力
さ
れ
て
い
る
方
々
に
厚
く
感
謝
し
、

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
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私
の
考
え
る
社
会
貢
献

若楠校区老連
会長

井上　福雄

若　楠
　

40
年
ほ
ど
前
、
わ
が
家
で
ス
リ
ラ

ン
カ
青
年
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。
私
以
外
の
家
族
は
大
変

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
文
化
も

言
語
も
違
う
外
国
の
若
者
と
の
生
活

は
、
当
時
の
私
に
は
と
て
も
新
鮮
な
も

の
で
し
た
。
私
も
い
つ
か
は
海
外
に
出

て
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
ふ
れ
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
仕
事

と
並
行
し
て
行
う
こ
と
は
難
し
い
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
を
退
職
し
、
身
の
振
り
方
を
考

え
て
い
た
時
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
来

た
彼
の
こ
と
を
思
い

出
し
、
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
す
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。

■
多
く
の
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

実
際
に
タ
イ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
と

多
く
の
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
学
校
訪
問

や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
植
林
、
山
林
の
植

樹
な
ど
現
地
の
人
々
と
生
活
す
る
中

で
文
化
や
歴
史
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
と
て
も
楽
し
い

時
間
で
し
た
。
し
か
し
、
楽
し
い
時
間

も
あ
れ
ば
切
な
い
時
間
も
あ
り
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
合
間
に
大
東
亜

戦
争
で
亡
く
な
っ
た
日
本
人
兵
士
の

墓
地
を
巡
っ
た
際
の
こ
と
で
す
。
手

を
合
わ
せ
て
、
線
香
を
供
え
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
の

方
か
ら
戦
時
中
の
話
を
伺
う
機
会
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
私
が
感
じ
た

の
は
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
正
し

く
な
い
の
か
で
は
な
く
、
戦
争
は
悲
劇

で
あ
り
、
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
兵
士
の
墓
地
で
歌

う
「
海
ゆ
か
ば
」
は
、悲
し
い
響
き
で
、

涙
を
流
し
な
が
ら
異
国
の
土
地
に
溶

け
込
ん
で
い
く
よ
う
で
し
た
。

　

75
歳
と
な
り
、
肉
体
的
に
渡
航
し
て

の
活
動
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
今

で
も
匂
い
立
つ
よ
う
な
濃
密
な
思
い

出
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

■
自
分
が
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に

　

そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
並
行
し

て
行
っ
て
い
る
の
が
老
人
ク
ラ
ブ
で

の
活
動
で
す
。

　

し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
対
照

的
に
こ
ち
ら
の
ス
タ
ー
ト
は
低
調
な

も
の
で
し
た
。

　

35
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
当
時
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
会

長
か
ら
誘
い
を
受
け
、
最
初
は
ど
の
よ

う
な
活
動
を
す
る
団
体
か
も
分
か
ら

な
い
ま
ま
、
名
ば
か
り
の
会
員
と
し
て

会
費
を
払
い
続
け
る
だ
け
の
日
々
が

続
き
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

当
時
は
そ
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
名

前
に
も
抵
抗
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
だ
定
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
海
外

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
ひ
と
段
落

し
、
年
齢
も
重
ね
た
頃
、
当
時
の
単
位

ク
ラ
ブ
会
長
が
病
気
を
理
由
に
辞
任

さ
れ
ま
し
た
。
次
の
会
長
探
し
に
大
変

苦
労
さ
れ
て
い
る
の
を
傍
目
で
見
て

い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
私
に
白

羽
の
矢
が
立
ち
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
に
会
長
に
就
任
し
て
い
ま
し
た
。

　

重
い
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
と
は

い
え
、
会
長
と
は
名
ば
か
り
で
活
動
も

よ
く
分
か
ら
ず
会
員
も
少
な
い
状
況

で
し
た
。
ま
ず
は
少
し
ず
つ
何
か
を
始

め
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
、
会
員

の
葬
儀
の
際
に
弔
辞
を
読
む
こ
と
を

思
い
立
ち
実
行
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様
か

ら
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
年
４
回
の
輪
投
げ
大
会
を
企

画
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
準
備
に
手
間
が

か
か
ら
な
い
た
め
、
参
加
者
と
雑
談
を

交
わ
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら

み
ん
な
が
集
ま
る
き
っ
か
け
は
、
意
外

と
近
く
に
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま

し
た
。

　

み
ん
な
が
参
加
し
や
す
い
入
り
口

を
作
る
ア
イ
デ
ア
は
人
の
数
だ
け
あ

り
ま
す
。
会
員
増
強
は
、
そ
う
い
っ

た
意
味
で
も
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
現
在
は
、
校
区
の
会

長
と
い
う
重
責
を
担
な
っ
て
い
ま
す

が
、
輪
投
げ
大
会
に
加
え
て
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
み
ん
な
が
楽

し
め
る
こ
と
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
に
恐
れ
ず
人
生
を
謳
歌

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
は
様
々
な
と
こ
ろ

に
現
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
や

災
害
な
ど
で
世
界
は
混
沌
を
極
め
て

い
ま
す
。
生
け
る
も
の
の
次
の
１
年

が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

私
は
、
引
き
続
き
感
染
防
止
に
十

分
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、
私
た
ち
が

私
た
ち
の
人
生
を
楽
し
む
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
が
楽
し
く
笑
顔
で
人
生
を
送
る

こ
と
こ
そ
が
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
老
人
ク
ラ
ブ
に
共
通
す
る
意
義
で

あ
り
、
最
も
身
近
な
社
会
貢
献
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

私
た
ち
が
目
指
す
も
の

鍋島校区老連
鍋島長生会
会長

犬尾　貞秋

鍋　島
　

社
会
は
高
齢
化
の
一
途
。
今
年
度
の

鍋
島
長
生
会
会
員
は
４
３
２
名
で
す
。

ち
な
み
に
、
佐
賀
市
は
令
和
3
年
12
月

末
現
在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

は
６
万
５
０
４
７
人
、
高
齢
化
率
28
・

2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
め
ど
に
、
重

度
な
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
体

制
の
構
築
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
福
祉
施
設
、
自
治
会
・
老
人
ク

ラ
ブ
等
と
連
携
す
る
体
制
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

鍋
島
長
生
会
は
、
日
常
生
活
で
気
持

ち
と
時
間
に
「
ゆ
と
り
を
持
っ
た
老
後

生
活
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
人
そ
れ

ぞ
れ
人
生
観
は
違
い
ま
す
が
、
会
員
は

永
年
の
経
験
と
豊
富
な
知
識
や
老
功

な
腕
前
を
持
つ
先
輩
と
し
て
、
県
や
市

老
連
主
催
の
各
種
行
事
、
大
会
に
参
加

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
多
く
の
方
が

活
動
に
取
り
組
み
、
積
極
的
な
仲
間
づ

く
り
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
活
動

や
地
域
貢
献
・
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
主
な
活
動

は
、
右
記
の
通
り
で
す
。

　

例
年
開
催
し
て
い
る
佐
賀
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
「
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
」
で
は
、
演
芸
大
会
な
ど
に
多
く
の

会
員
が
出
演
し
、
元
気
は
つ
ら
つ
の
シ

ニ
ア
パ
ワ
ー
に
感
動
。
そ
の
姿
に
日
常

生
活
で
の
ゆ
と
り
と
生
き
が
い
を
感

じ
ま
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
に
求
め
ら
れ
る
要
諦

は
、
次
の
4
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鍋島公民館の花壇整備鍋島公民館の花壇整備

仲間と楽しく仲間と楽しく
グラウンド・ゴルフグラウンド・ゴルフ

きれいな花壇になりましたきれいな花壇になりました

ニュースポーツのボッチャに挑戦！ニュースポーツのボッチャに挑戦！

①�

老
巧
者
と
し
て
の
自
信
と
技
術
の

活
用
・
伝
授

②
老
い
て
ま
す
ま
す
の
向
上
心
と
挑
戦

③
熱
中
で
き
る
趣
味
と
継
続

④�

人
生
健
康
に
勝
る
も
の
な
し
、
健
康

第
一
の
生
活
を
心
が
け
る
こ
と

　

し
か
し
、
老
功
者
が
加
入
す
る
佐
賀

市
老
連
の
会
員
は
減
少
傾
向
で
す
。
各

校
区
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
老
功
者
が
集

う
集
団
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
は
最
強
の
軍

団
で
す
。
多
く
の
仲

間
を
作
り
、
楽
し
く

活
動
し
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

◎
鍋
島
長
生
会
健
康
づ
く
り
行
事
開
催

・
鍋
島
長
生
会
ペ
タ
ン
ク
大
会

・
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

・ 

女
性
部
友
愛
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル

パ
ー
活
動

・ 

女
性
部
に
よ
る
花
植
栽
・
花
壇
づ
く

り
美
化
奉
仕
活
動

◎ 

ま
ち
協
・
社
協
等
共
催
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
開
催

・ 

ま
ち
協
共
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

・ 

社
協
共
催
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ペ
ア
大
会

・
鍋
島
校
区
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

◎ 

各
種
研
修
会
・
趣
味
の
会
開
催
、
旅

行
の
実
施

・ 

女
性
部
に
よ
る
金
曜
会
開
催

　
（
毎
月
第
4
金
曜
日
）

◎
単
位
ク
ラ
ブ
美
化
奉
仕
活
動

・ 

医
大
北
ク
ラ
ブ
花
植
栽
美
化
奉
仕
活
動

【
主
な
活
動
】
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佐
野
常
民

�
生
誕
２
０
０
年
に
思
う

中川副校区老連
副会長
池田　幸隆

中川副
　

私
た
ち
の
校
区
は
、
郷
土
の
偉
人

「
佐
野
常
民
伯
」
の
生
誕
地
で
あ
り
、

早
津
江
川
河
畔
に
は
平
成
16
年
に
開

館
し
た
記
念
館
と
歴
史
公
園
が
あ
り

ま
す
。

　

佐
野
常
民
は
、
佐
賀
七
賢
人
の
一
人

で
「
博
愛
社
」（
日
本
赤
十
字
社
）
の

創
設
者
で
も
あ
り
、
近
代
日
本
の
激
動

期
を
勇
気
・
信
念
・
先
見
性
を
も
っ
て

生
き
抜
い
た
人
で
す
。
常
民
は
、
文
政

5
年
12
月
28
日
に
誕
生
し
、
明
治
35
年

12
月
7
日
に
80
歳
で
生
涯
を
終
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
今
年
12
月
に
は
生
誕

２
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　

歴
史
公
園
の
「
三
重
津
海
軍
所
跡
」

は
、
平
成
27
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
、
佐
賀
県
で
初
め
て
の
こ
と
と
あ
っ

て
大
変
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
記
念
館
は
去
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
館
名
も
「
佐
野
常
民
と
三
重
津
海

軍
所
跡
の
歴
史
館
」
と
な
り
、
生
涯
学

習
や
交
流
活
動
の
拠
点
と
し
て
多
く

の
来
館
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

中
川
副
で
は
、
常
民
を
顕
彰
し
て
い

く
と
と
も
に
『
博
愛
の
心
』
を
学
ぶ
た

め
「
博
愛
」
の
「
こ
と
ば
」
が
多
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
児
の
時
は
「
博
愛
の
里
子
ど
も

園
」
へ
通
園
し
「
♪
こ
こ
で
う
ま
れ
た

　

さ
の
は
く
の　

せ
か
い
を
す
く
う

　

せ
き
じ
ゅ
う
じ　

お
は
な
し
き
い

て　

た
す
け
あ
う　

は
く
あ
い
の
さ

と　

こ
ど
も
え
ん
」
と
、
い
つ
も
園
歌

を
歌
っ
て
『
博
愛
の
心
』
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　

中
川
副
小
学
校
に
は
、
佐
野
常
民

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
学
校
だ
よ
り
の
名

前
は
「
は
く
あ
い
」
で
す
。
そ
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
は
「
博
愛
の
里
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
も
「
博
愛
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
単
位
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
三

重
津
海
軍
所
跡
の
広
場
で
は
「
博
愛
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
の
仲
間

た
ち
が
、
練
習
や
試
合
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
川
副
で
は
小
さ
い

園
児
か
ら
小
学
生
、
そ
し
て
大
人
、
高

齢
者
ま
で
が
常
民
を
学
び
『
博
愛
の

心
』
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
以
前
実
施
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
と
の
運
動
会
や
餅
つ
き
大
会
な
ど

の
交
流
会
、
研
修
旅
行
な
ど
の
多
く
が

中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
も
、
当
番
で
実
施
し
た
毎
月
の
公

社会奉仕の日にて三重津海軍所跡を清掃社会奉仕の日にて三重津海軍所跡を清掃

民
館
清
掃
、
そ
し
て
三
重
津
海
軍
所
跡

の
清
掃
に
は
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
も
率

先
し
て
参
加
し
、
協
力
す
る
こ
と
で
、

大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

民
館
で
実
施
さ
れ
て
い
る
成
人
学
級

の
歴
史
講
座
や
健
康
講
座
な
ど
を
受

講
し
、
勉
強
も
し
て
い
ま
す
。

　

常
民
は
明
治
35
年
に
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、
明
治
26
年
72
歳
の
時
と
明
治

29
年
75
歳
の
時
に
、
自
宅
の
東
京
か

ら
故
郷
の
中
川
副
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
今
の
私
た
ち
の
年
齢
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
常
民
が
示
し
て
く
れ

た
『
博
愛
の
心
』
を
持
っ
て
、
会
員
同

士
で
助
け
合
い
な
が
ら
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

校区老連 単位クラブ名 氏　名 性別
赤　松 北水北 吉岡�　弘美 男
諸　富 石　塚 北原�　優樹 男
兵　庫 西部第２ 副島�　禎三 男
久保田 金寿会 楠田�ハルヱ 女
久保田 寿　会 鶴丸�　コマ 女
久保田 福友会 古賀�ナリエ 女
南川副 東寿会 内田�ハルエ 女
南川副 波佐古 大坪�梅千代 女
南川副 寿　会 山本�シヅコ 女
鍋　島 植木クラブ 志氣�　　武 男
高木瀬 東高木1区 松尾�　　平 男
金　立 第四クラブ 杉山�二三子 女
本　庄 上飯盛元気会 藤松�フジ子 女
大　和 尼寺長寿会 田中�美和子 女
中川副 東古賀 原口�トミ子 女

　今年度100歳に到達
される方、大正11年生
まれの皆様に長寿祝いの
記念品を贈呈しました。

令和４年度 100歳到達者紹介

（敬称略）

（大正 11 年 4 月 2 日〜大正 12 年 4 月 1 日生まれの方）
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人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
て

三瀬村老連
福寿西会支部老人クラブ

支部長
庄島　幸雄

三瀬村
　

佐
賀
市
三
瀬
村
は
佐
賀
市
の
北
部

に
位
置
し
、
標
高
４
０
０
～
５
０
０
㍍

で
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
山
間
の
純

農
村
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん

も
畑
仕
事
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

福
寿
西
会
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
会

員
31
名
で
す
。
ま
た
、
全
員
が
昭
和
生

ま
れ
で
80
歳
以
上
が
6
割
の
高
齢
化

率
が
高
い
ク
ラ
ブ
で
す
。
隔
月
に
定
例

会
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
令

和
2
年
度
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

年
中
行
事
の
開
催
が
困
難
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
「
コ
ロ
ナ
禍
で

も
会
員
の
健
康
づ
く
り
を
止
め
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
！
」
と
、
な

ん
と
か
開
催
で
き
る
方
法
が
な
い
か
、

会
員
が
感
染
し
な
い
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
等
を
話
し
合
い
、
事
業

を
縮
小
し
な
が
ら
続
け
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
結
成
は
昭
和
27
年
4
月
か

ら
で
設
立
70
年
に
な
り
ま
す
。
令
和
3

年
度
は
、
福
寿
西
会
支
部
が
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
け
、
三

瀬
村
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
初
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
出
席
率
は
8
割
程
度
で
、

明
る
い
笑
顔
に
包
ま
れ
た
楽
し
い
福

寿
西
会
で
す
。
定
例
会
で
は
、
三
瀬
村

老
連
の
報
告
や
地
区
の
事
業
報
告
、
来

月
の
予
定
事
業
の
協
議
を
し
て
、
常
に

三
瀬
村
老
連
の
動
き
が
分
か
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
か
ら
三
瀬
村
老
連
で
は
、

三
瀬
村
の
自
然
を
生
か
し
た
花
の
あ

る
美
し
い
村
づ
く
り
「
花
い
っ
ぱ
い

活
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
道

２
６
３
号
線
沿
線
の
三
瀬
小
学
校
を

中
心
に
整
備
さ
れ
た
4
カ
所
の
「
芝
さ

く
ら
園
」
は
毎

年
、
満
開
の
花
が

咲
き
誇
り
、
そ

の
ピ
ン
ク
色
の

じ
ゅ
う
た
ん
が

景
観
を
良
く
し
、

隣
県
か
ら
の
訪

問
者
を
美
し
い

芝
さ
く
ら
の
花

が
迎
え
、
皆
さ
ん

の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

　

福
寿
西
会
支

部
で
も
地
区
集

落
の
環
境
美
化

活
動
と
し
て
、
県
道
沿
い
に
コ
ス
モ
ス

や
水
仙
を
植
え
た
り
、
除
草
作
業
を
す

る
な
ど
、
一
年
を
通
じ
て
手
入
れ
を
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
北
山
湖
周
辺

の
公
衆
ト
イ
レ
清
掃
を
30
年
間
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
活
動
、
学
習
活
動
を
は
じ

め
と
し
て
「
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛

活
動
や
環
境
美
化
活
動
」
と
「
地
域
を

豊
か
に
す
る
社
会
活
動
」
を
両
輪
と
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
新
時
代
の
高
齢
者

と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
て
、
会
員

相
互
が
一
致
団
結
し
て
地
域
住
民
と

手
を
携
え
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
心

温
ま
る
交
流
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

と
環
境
づ
く
り
に
努
め
な
が
ら
、
会
員

全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
元
気
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
全
て
の
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
さ
れ
た
昨
年
の
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
、
三
瀬
村
内
の
親
し
い
人
た

ち
の
山
林
か
ら
移
植
し
た
「
ウ
ド
・
タ

ラ
ノ
メ
・
ギ
ボ
ウ
シ
・
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
・

コ
シ
ア
ブ
ラ
・
コ
ゴ
ミ
・
イ
タ
ド
リ
・

オ
カ
ワ
カ
メ
」
な
ど
が
所
せ
ま
し
と
生

育
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
上
旬
に
は
、
春
の
息
吹
と
、
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
咲
き
乱
れ
る
花
と

山
野
草
の
花
に
心
癒
や
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
皆
様
も
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

爽やかな汗を流しました爽やかな汗を流しました

コスモス園の除草作業コスモス園の除草作業

ノカンゾウノカンゾウ

ギボウシギボウシ

癒
や
し
の
花
た
ち

三
瀬
村
老
連

�

会
長
　
田
中
　
欽
二

三瀬村
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公
民
館
の
有
効
活
用神野校区老連

神野福寿会第七クラブ
会計担当
倉町　秀男

神　野
　

今
年
は
、
梅
雨
明
け
が
早
く
、
暑
さ

も
特
別
で
、
体
が
つ
い
て
い
く
の
が
大

変
で
す
。
毎
年
、
ク
ー
ラ
ー
は
ほ
と
ん

ど
つ
け
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
テ

レ
ビ
で
は
高
齢
者
が
家
の
中
に
い
て

も
熱
中
症
に
な
る
た
め
、
他
の
部
分
で

節
電
を
し
て
ク
ー
ラ
ー
の
稼
働
を
す

る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
も

下
降
減
少
し
て
い
た
の
が
、
再
度
７
月

に
な
り
増
加

へ
と
変
わ
っ

て
き
て
い
ま

す
。
高
齢
者

の
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
は

重
症
に
な
り

や
す
い
と
い

う
こ
と
で
、

家
に
閉
じ
こ

も
り
や
す
い

状
況
で
す
。

ま
す
ま
す
、

ク
ー
ラ
ー
を

つ
け
、
電
気

代
が
高
く
な

る
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
約
４

年
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
受
け
停
滞
し

て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
活
動
も
、
年

度
末
に
や
っ
と
古
湯
温
泉
へ
日
帰
り

バ
ス
旅
行
を
実
施
で
き
ま
し
た
が
、
参

加
者
は
全
会
員
40
名
の
4
分
の
1
で

し
た
。
高
齢
者
に
な
れ
ば
、
バ
ス
乗
車

の
１
時
間
が
不
安
と
い
う
意
見
や
参

加
は
し
た
い
が
、
歩
く
時
間
が
少
し

で
も
あ
れ
ば
、
不
参
加
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
を
懸
念
し
て
参
加
を
見
送
ら
れ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
経
費
が
割
高
に
な
り
、
総

会
で
は
「
あ
ま
り
に
も
経
費
が
高
い
」

と
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
な
ん
の
活
動
も
で

き
ず
に
、
今
年
も
終
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
近
く
で
他
の
活
動

を
し
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り
、

今
後
、
福
寿
会
の
加
入
が
敬
遠
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
徹
底
し
た
中
で
の
役
員
に
よ
る

打
ち
合
わ
せ
で
は
、
公
民
館
利
用
で
取

り
組
み
が
で
き
る
活
動
を
検
討
し
、
現

在
ま
で
、
次
の
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

◎
５
月
21
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30
分

　

駅
東
公
民
館
で
福
寿
会
第
七
ク
ラ

ブ
の
近
況
報
告
と
今
年
度
の
活
動
に

つ
い
て
と
軽
い
体
操
を
実
施
（
参
加
者

15
名
）

◎
６
月
10
日(

金)
９
時
30
分
～
11
時

講話の様子講話の様子

　

駅
東
公
民
館
で
「
認
知
症
っ
て
予
防

で
き
る
の
？
」
と
題
し
た
講
演
を
実
施

（
参
加
者
25
名
）

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
説
明
で
は
、
家

に
い
て
も
な
か
な
か
運
動
し
な
い
の

で
、
新
聞
紙
で
棒
を
作
り
体
操
す
る
、

新
聞
棒
体
操
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
楽
し
く
運
動
す
る
こ

と
が
で
き
、
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
認
知
症
は
、
近
く
の
人
が
少
し

で
も
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
７
月
15
日
（
金
）
９
時
30
分
～
11
時

　

駅
東
公
民
館
に
て
高
齢
者
の
た
め
の

交
通
安
全
講
話
を
実
施
（
参
加
者
13
名
）

　

佐
賀
北
警
察
署
交
通
安
全
課
指
導
係

の
職
員
よ
り
交
通
事
故
の
現
状
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　新栄校区老連の青木昭
生会長は、新栄小学校の
校門前で朝のあいさつ運
動と子どもの見守りを10
年間続けている。
　オレンジ色のジャン
パーを着てニコニコマー
クが入った軍手をはめ、子どもたちと「お
はよう、行ってらっしゃい」「行ってきます」
と互いにあいさつを交わす。じゃんけんや
グータッチをする子どももいる。行き交う
多くの中学生や高校生にも声かけをしてい
る。毎日午前7時20分ごろから同8時過
ぎまで行っている。用事で活動できなかっ
た次の日には、子どもたちが心配して訪ね
てくるという。年末には子どもたちから礼
状が届き、その返事を書くのも楽しみにし
ている。
　青木さんは、絵手紙、健康体操、老人ク
ラブの役員、まちづくり協議会委員とたく
さんのことをこなしており「あいさつ運動
は子どもたちから元気をもらえるので今後
も続けたい」と語っている。

新栄小前で10年あいさつ運動
新栄校区老連　会長　青木　昭生さん（90）

みんなで新聞棒体操みんなで新聞棒体操

会員紹介
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私たちは佐賀市老人クラブ連合会の活動を応援しています

「佐賀市 老連だより 」この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されております

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
「
佐
賀
市
老
連
だ

よ
り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

無
事
に
令
和
４
年
度
の
総
会
も

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
古
賀
会

長
率
い
る
新
体
制
で
佐
賀
市
老
連

は
今
年
度
さ
ら
に
積
極
的
に
活
動

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

木
下
前
会
長
が
5
期
10
年
と
い

う
長
き
に
わ
た
り
築
い
て
こ
ら
れ

た
素
晴
ら
し
い
実
績
を
基
に
、
新

会
長
と
会
員
の
皆
さ
ん
で
一
緒
に

知
恵
を
絞
り
、
ど
ん
な
時
も
「
楽

し
く
」「
笑
っ
て
」「
元
気
に
」
活

動
で
き
る
よ
う
、
事
務
局
を
は
じ

め
理
事
一
同
、
努
力
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
。
と
も
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
証

と
し
て
、
皆
さ
ん
も
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
バ
ッ
ジ
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

 

（
事
務
局
）

　

６
月
17
日
（
金
）、
佐
賀
市
民

運
動
広
場
で
令
和
4
年
度
市
老
連

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
参
加

チ
ー
ム
が
減
少
す
る
な
か
、
各
校

区
老
連
へ
２
チ
ー
ム
以
内
の
出
場

要
請
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
結
果
14

校
区
老
連
よ
り
23
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

昔
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
盛

大
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
、競
技
を
楽
し
む
人
が
激
減
し
、

十
分
な
参
加
チ
ー
ム
が
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
理
由
と
し
て

は
、
団
体
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
リ
ー

ダ
ー
の
指
示
や
束
縛
に
対
し
て
嫌

が
る
人
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
の
よ
う
に
個
人
競
技
に
人
気

が
流
れ
て
い
る
模
様
で
す
。

　

し
か
し
、
佐
賀
市
老
連
と
し
て

は
、
団
体
ゲ
ー
ム
の
魅
力
や
、
一

致
団
結
し
て
行
う
競
技
の
大
切
さ

を
実
感
し
て
お
り
、
今
後
も
で
き

る
限
り
大
会
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
６
パ
ー
ト
に
分
か

れ
ま
ず
は
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、パ
ー

ト
ご
と
の
代
表
を
決
め
、決
勝
パ
ー

ト
で
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
上
位

を
決
定
し
、
鍋
島
校
区
老
連
チ
ー

ム
が
見
事
、
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優　勝 鍋島校区老連チーム
準優勝 西川副校区老連Ａチーム
第 3 位 諸富町老連Ａチーム
第 3 位 諸富町老連Ｂチーム
第 4 位 蓮池校区老連チーム
第 4 位 兵庫校区老連Ａチーム

《 大 会 結 果 》

古賀会長古賀会長
あいさつあいさつ

チ
ー
ム
の
団
結
力
を

チ
ー
ム
の
団
結
力
を

存
分
に
発
揮

存
分
に
発
揮

し
て
く
だ
さ
い

し
て
く
だ
さ
い
‼‼

団体競技の魅力を体感
令和 4 年度 市老連ゲートボール大会


